








苫小牧市のあらまし

位   置

    本市は、北海道の中央南西部、石狩低地帯の南に位置し、

経緯は東経１４１度３６分３４秒、北緯４２度３７

   分５３秒です。

    陸の周囲は、東に厚真町、安平町、西に白老町、北は

   千歳市と接し、太平洋を南に臨んでいます。

面   積

    行政面積は、東西３９．９㎞、南北２３．６㎞、海岸線３３.５㎞、周囲１２４．５
   ㎞にわたる５６１．６６㎞ 2です。

地   勢

    本市の北西には、北海道の天然記念物に指定されている珍しい溶岩円頂丘(ドーム) 
   をもつ標高１，０４１ｍの樽前山や、この火山によってできたカルデラ湖で、日本

最北の不凍湖、支笏湖があり、ともに支笏洞爺国立公園を構成しています。

    東には、冬に白鳥が、春先からは水鳥等が約２万羽集まり、渡り鳥の中継地として

   知られているウトナイ湖をはじめ大小の湖沼や湿原を有する勇払原野が広がり、雄大

   な自然環境に恵まれています。

    また、南は太平洋に臨み、海岸線は海流の波浪作用によって帯状にごく細長く砂

   丘帯が形成されています。

    このうち北西部は、標高２０ｍ程度から次第に高度を増す台地状で山林におおわれ、

   また南部及び北東部は石狩低地帯に連なる沖積平野で、市街地を中心として扇状に開

   いた地形を形成しています。

気   候

    親潮寒流の影響を受けて６月から８月には霧がかかりますが全般に温暖で、冬は降

   雪量が少なく、比較的晴れた日の多い太平洋的気候となっています。

    気温は真夏でも３０度を超すことは珍しく、真冬の最低気温もマイナス１５度以下

   になることはまれです。

    風は年間を通して、平均３ｍ程度の風速で比較的弱く、また年間の平均雨量は、

１，４５０㎜前後です。

人   口

    昭和２３年３３，１３１人で道内１３番目の市として、市制を施行して以来、特に

   昭和３８年の苫小牧西港の開港を契機として急激な人口の増加を続け、昭和４４年７

   月には人口１０万人を突破し、現在道内４番目の都市となりました。

    令和８年４月末現在人口１６３，４３２人、世帯数９１，８０８世帯となっていま

す。
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消防機械

　　１　消防車両配置状況

大

型

高

所

放

水

車

大

型

化

学

車

原

液

搬

送

車

64 55 8 5 1 7 1 1 1 1 1 1 1 10 5 4 8 9  7 2

小計 55 46 4 4 1 7 1 1 1 1 1 1 1 10 5 - 8 9  7 2

本 部 9  8  - - - - - - - - - - - 7  1 - - 1  - 1
消 防 署 19 16 4 - - 2 - - - - - 1 1 3  3 - 2 3  2 1
末 広 出 張 所 4  3  - 1 - 1 - - - - - - - -  - - 1 1  1 -
日 新 出 張 所 4  3  - - - 1 - - - - - - - -  - - 2 1  1 -
錦 岡 出 張 所 4  3  - 1 - 1 - - - - - - - -  - - 1 1  1 -
沼ノ端出張所 8  7  - 1 1 1 - 1 1 - - - - -  1 - 1 1  1 -
新 富 出 張 所 7  6  - 1 - 1 1 - - 1 1 - - -  - - 1 1  1 -

小計 9  9  4 1 - - - - - - - - - -  - 4 - -  - -

新 開 分 団 １ 1  1  - - - - - - - - - - - -  - 1 - -  - -
末 広 分 団 １ 1  1  - - - - - - - - - - - -  - 1 - -  - -
住 吉 分 団 １ 1  1  - - - - - - - - - - - -  - 1 - -  - -
新 富 分 団 １ 1  1  1 - - - - - - - - - - -  - - - -  - -
日 新 分 団 １ 1  1  - - - - - - - - - - - -  - 1 - -  - -
勇 払 分 団 １ 1  1  1 - - - - - - - - - - -  - - - -  - -
錦 岡 分 団 １ 1  1  1 - - - - - - - - - - -  - - - -  - -
沼ノ端分団１ 1  1  1 - - - - - - - - - - -  - - - -  - -
植 苗 分 団 １ 1  1  - 1 - - - - - - - - - -  - - - -  - -

　　２　小型動力ポンプ

は

し

ご

車

住吉分団

末広分団

沼ノ端出張所

区　　分

大 型 水 槽 車

積載車

タービン

出力

30

沼 ノ 端 分 団 １

日 新 分 団 １

新 開 分 団 １

勇 払 分 団 １

タービン

1
錦 岡 分 団 １

末 広 分 団 １1.29タービン

1.29

1.34

放水量

住 吉 分 団 １

新 富 分 団 １1.29
1.29

1.29
30

ポンプ

43
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動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

高
規
格
救
急
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指

揮

広
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車

本

部
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消

防

署
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数

小

計

ポ
ン
プ
車

区　　分

総　数

消　　防　　自　　動　　車
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調
車

救
助
工
作
車

消

防

団

タービン

タービン

タービン
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0.92

タービン

タービン

-10-





-12-







-15-



-16-





























-27-

















応援協定締結状況

苫 小 牧 市

石油コンビナート等特別防災区域内の消防力
大

型

化

学

消

防

車

大

型

高

所

放

水

車

泡

原

液

搬

送

車

大
型
化
学
高
所
放
水
車

甲

種

化

学

車

泡

放

水

砲

(3千㍑)

泡

放

水

砲

(2千㍑)

可

搬

式

放

水

銃

耐

熱

服

空
気
又
は
酸
素
呼
吸
器

5    1    4    3    -    2    -    27   30   60

2    -    -    -    -    -    -    22   13   39

-    -    1    2    -    -    -    2    2    2

1    -    -    -    -    -    -    1    2    4

1    -    1    -    -    -    -    2    3    9

苫 小 牧 海 上 保 安 署 S44.4.1

協定締結年月日

北 海 道 消 防 防 災 ヘ リ コ プ タ ー 応 援 協 定 H8.6.25

北 海 道 広 域 消 防 相 互 応 援 協 定 H3.4.1

総　　数

出 光 興 産 ㈱ 北 海 道 製 油 所 S49.4.1

日 本 道 路 公 団 札 幌 建 設 局 S53.10.23

苫 小 牧 地 区 共 同 防 災 組 織 S61.3.31

石 油 備 蓄 基 地 共 同 防 災 組 織 S61.3.31

北 海 道 エ ア ポ ー ト 株 式 会 社 R2.5.29

区　　　　分

出光興産㈱自衛消防組織

石油備蓄基地共同防災組織
（苫備・共備隊）

北海道石油共同備蓄㈱自衛消防
組織

苫東石油備蓄㈱自衛消防組織

苫小牧地区共同防災組織
（出光・埠頭隊）

1211    610--2-
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民間協力団体

団　　体　　名

苫小牧市防火管理者連絡協議会 175 事業所

苫 小 牧 消 防 設 備 協 会 46 事業所

苫 小 牧 危 険 物 安 全 協 会 180 事業所

消防クラブ 単位：人

学　　校　　名

美 園 小 学 校

苫 小 牧 西 小 学 校

北 光 小 学 校

合 計

39

90

S40.4.22

設立年月日 会　員　数

S42.10.16

S51.4.1

児童

40

11

－37－
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